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アあ

　近年、全国各地で風水害の被害が相次いでいます。特に最近では、ごく限られた
範囲で、短時間に大量の雨が降る集中豪雨（いわゆるゲリラ豪雨）が頻発し、大き
な被害が発生しています。
　風水害は、事前に予測可能なことも多いため、気象情報に注意して、早めに対策
をとるようにしましょう。

風水害に
   備えて
風水害に
   備えて

　

集
中
豪
雨

【
集
中
豪
雨
は

次
の
よ
う
な
と
き
に
発
生
し
ま
す
】

○
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
と
き

○
台
風
が
近
づ
い
て
い
る
と
き
や
台
風
が

上
陸
し
た
と
き

○
大
気
の
不
安
定
な
状
態
が
続
き
、
次
々

と
雷
雲
が
発
生
す
る
と
き

【
集
中
豪
雨
に
な
る
と

次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
】

○
川
の
水
か
さ
が
急
に
増
え
、
川
が
は
ん

濫ら
ん

し
ま
す

○
床
下
、
床
上
浸
水
が
起
こ
り
ま
す

○
道
路
が
水
び
た
し
に
な
り
ま
す

○
排
水
溝
や
下
水
管
で
処
理
し
き
れ
な

い
水
が
、
地
下
室
へ
流
れ
込
み
ま
す

○
地
盤
が
ゆ
る
み
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ

が
発
生
し
ま
す

　

台
風

【
台
風
通
過
時
の
注
意
点
】

台
風
が
通
過
し
て
い
る
最
中
や
、
雨
が

強
く
降
っ
て
い
る
と
き
に
、
河
川
や
用
水

路
、
田
ん
ぼ
の
状
況
を
確
認
し
に
行
く
こ

と
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
控
え
ま
し
ょ

う
。
時
と
し
て
、
状
況
が
急
変
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害

【
土
砂
災
害
時
の
注
意
点
】

集
中
豪
雨
や
長
雨
、
台
風
な
ど
で
地
盤

が
ゆ
る
む
と
、
土
砂
災
害
（
土
石
流
、
地

す
べ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
）
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
域
で
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
な
い
か
、

日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
土
砂
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
】

山
鳴
り
等
の
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
の
よ

う
な
異
変
を
感
じ
た
場
合
は
、
近
隣
や
役

場
に
知
ら
せ
、
速
や
か
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

 

風
水
害
に
よ
る
災
害
を
避
け
る
た
め
に
、

  

最
新
の
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
最

新
の
防
災
気
象
情
報
を
入
手
し
、
早
め
に

対
策
を
行
う
こ
と
で
、
風
水
害
に
よ
る
被

害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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昭
和
47
年
７
月
の大

災
害

中川地区 玄倉地区

箒沢地区

山
北
町
で
も
過
去
に
風
水
害
に
よ
る

大
災
害
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
47
年
７
月
11
日
の
夜
半
か
ら
12

日
の
未
明
に
か
け
て
、
共
和
・
清
水
・

三
保
地
区
が
、
雷
雨
を
伴
っ
た
集
中
豪

雨
と
な
り
、
西
丹
沢
一
帯
で
は
１
時
間

最
高
86
ミ
リ
、
２
日
間
で
５
３
０
ミ
リ

も
の
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
豪
雨

の
せ
い
で
、
急

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
山
腹
の
各
所
に
山

崩
れ
が
発
生
し
、
土
石
流
と
な
っ
て
川

沿
い
の
人
家
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。被
害
は
、死
者
・
行
方
不
明
者
９
名
、

被
害
家
屋
１
２
２
戸
、
ほ
と
ん
ど
の
農

耕
地
が
流
出
し
、
被
害
総
額
75
億
円
と

い
う
甚
大
な
も
の
で
し
た
。

当
町
は
、
町
土
の
約
90
％
が
山
間
部

で
あ
る
た
め
大
雨
が
降
っ
た
場
合
、
が

け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
の
発
生

や
河
川
が
は
ん
濫ら

ん

し
、
洪
水
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
風
水
害
に
よ
る
災

害
を
避
け
る
た
め
に
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
、
緊
急
時
に
供
え
た

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

               

参
加
し
ま
し
た

７
月
８
日
（
木
）、
厚
木
市
の
県
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
で
町
防
災
リ
ー
ダ
ー
34
名

が
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。特

に
今
回
は
、
初
め
て
避
難
所
運
営
図

上
演
習
を
行
い
、避
難
所
の
部
屋
割
り（
避

難
住
民
、
高
齢
者
等
）
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ら
れ
ま
し
た
。
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アあ

日本に住んでいるすべての人へ
　　　　国勢調査を行います!!!

　１０月１日現在で、日本に住んでいるすべての人・世
帯を対象に、「出生の年月」「配偶者の有無」「就業状態」「世
帯員の数」「住居の種類」など全２０項目の調査を行う
国勢調査が実施されます。ご協力をお願いします。

国勢調査の流れ 国勢調査員とは？国勢調査員とは？

　国勢調査員は町の推薦に基づいて総務大臣が任
命した非常勤の国家公務員です。
　調査員は必ず次のような国勢調査員証と腕章を
身につけています。

?

　９月中旬から国勢調査員がみな
さんのお宅にお伺いし、調査票の
記入の仕方について説明を行い、
調査票をお渡しします。

1

　国勢調査員から配付された調査
票に記入をしていただきます。分
からない点がある場合は、調査票
に記載してあるコールセンターの
電話番号にお問い合せください。

2

　記入していただいた調査票は、
封をして１０月１日以降に調査員
に渡していただくか、郵送用封筒
に入れ、郵送してください。

3

調
査
票
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アあ

　国勢調査では統計法によって、厳格な個人
情報保護が定められており、国勢調査に従事
する者は、統計法による守秘義務が課せられ
ています。
　また、みなさんに記入していただいた調査
票は、統計の作成以外に使用する事はありま
せん。また、集計が完了した調査票は融解処
理し、再生紙として使用します。

　国勢調査をよそおった「かたり調査」にご
注意ください。不審な訪問者や電話・電子
メールなどにご注意ください。調査員は必ず
調査員証と腕章を身につけています。国勢調
査では、電子メールで連絡を行なったり、金
品を請求することはありません。不審に思っ
た際には、回答せず、速やかに役場企画財政
課にご連絡ください。

　正確な調査結果を得るためには、正確に報
告してもらうことが必要となります。もし、
報告が得られなかったり、不正確・不完全な
報告だったりすると、調査の目的である正確
な統計が作成できなかったり、精度の低い統
計となってしまうおそれがあります。このた
め、統計法第１３条では、国の重要な統計調
査である国勢調査を行う場合には、「報告を
求められた者は、これを拒み、又は虚偽の報
告をしてはならない」と規定されており、報
告義務が課せられています。

問合せ　企画財政課企画班
電　話　０４６５－７５－３６５２

かたり調査にご注意くださいかたり調査にご注意ください

報告の義務について報告の義務について個人情報保護について個人情報保護について

　全国の小学生以上の方を対象に、道路の重要
性やみんなが道路に親しみ、ふれあってもらう
ために国土交通省が「道路ふれあい月間」の推
進標語コンクールを、毎年行っています。
　このコンクールにおいて、応募総数６００６
作品の中から三保中学校２年の加藤広大くんが
全国で最優秀賞を受賞され、８月２３日（月）
に三保中学校図書室で表彰式が行われました。

「また明日  きっと歩こう  この道を」

道路ふれあい月間推進
標語コンクール

道路ふれあい月間推進
標語コンクール

 加藤広大くんが全国で最優秀賞を受賞! !
　８月３日（火）、アサヒビール株式会社から
「やまきたの森林整備支援への協力」のための
寄付の目録が授与されました。
　これは、アサヒビール株式会社が行っている
社会貢献活動の一環で、缶ビールの売り上げの
一部を山北町の森林整備の支援に活用すること
を目的としています。
　町ではこの寄付を活用して、森林整備に役立
てていきます。

【問合せ】産業観光課森林づくり班
（電話）７５－３６４６

アサヒビール株式会社 横浜統括支長 古泉理事
支社長から目録が湯川町長に授与されました

アサヒビール株式会社から
寄付をいただきました
アサヒビール株式会社から
寄付をいただきました
アサヒビール株式会社から
寄付をいただきました

やまきたの

森林整備支援
への

協力

やまきたの

森林整備支援
への

協力
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優
良
賞
を

消
防
第
７
分
団

消
防
第
７
分
団

消
防
第
７
分
団
が

受
賞
! !

神
奈
川
県
消
防
操
法
大
会
で

７
月
27
日
（
火
）、
神
奈
川
県
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
（
厚
木
市
）
で
、
第
47
回
神

奈
川
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
教
育
訓

練
の
集
大
成
と
し
て
、
消
防
操
法
（
※
）

の
競
技
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
技

術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
足
柄
上
郡
を
代
表
し
て
山

北
町
か
ら
第
７
分
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
の

部
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

第
７
分
団
は
、
大
会
に
向
け
て
今
年
の

３
月
か
ら
週
２
・
３
回
の
練
習
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
と
き
に
は
練
習
が
深
夜
に
ま

で
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

練
習
の
成
果
に
よ
り
優
良
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
し
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

指
揮
者　

岩
本
昭
弘

１
番
員　

大
野
恭
裕

２
番
員　

瀬
戸
高
志

３
番
員　

井
上
大
介

補
助
員　

山
本　

渉

※
消
防
操
法
と
は
・
・
・
設
置
さ
れ
た
防

火
水
槽
か
ら
給
水
し
、
20
ｍ
ホ
ー
ス
を

３
本
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
標
的
に
向
け

て
放
水
を
行
な
う
一
連
の
動
作
の
こ
と

で
、大
会
で
は
正
確
性
と
敏
し
ょ
う
性
、

安
全
性
、
所
要
時
間
を
競
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

子
ど
も
議
会
を

開
催

第第66回回第6回
８
月
19
日
（
木
）、
役
場
４
階
の
議
場

で
第
６
回
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。川

村
・
共
和
・
清
水
・
三
保
小
学
校
の

児
童
15
名
の
子
ど
も
議
員
た
ち
は
、
町
内

の
観
光
や
交
通
手
段
な
ど
に
つ
い
て
、
町

長
に
質
問
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
共
和
小
学
校
６
年
生
の
山
本

藍
さ
ん
、
副
議
長
に
は
川
村
小
学
校
６
年

生
の
佐
藤
晃
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
議
員
は
、
自
分
た
ち
の
率
直
な

質
問
や
意
見
を
積
極
的
に
発
言
し
、
議
会

を
運
営
し
ま
し
た
。
自
分
の
質
問
に
つ
い

て
町
長
の
答
弁
を
真
剣
に
聞
き
、
納
得
す

る
ま
で
再
質
問
を
す
る
な
ど
、
本
物
の
議

会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
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平成21年分
所得

請求者
（母または父あるいは養育者） 配偶者・

扶養義務者・
孤児等の養育者扶養親族等

の数
手当を全額
受給できる方

手当を一部
受給できる方

0人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満

1人 570,000円未満 2,300,000円未満 2,740,000円未満

2人 950,000円未満 2,680,000円未満 3,120,000円未満

児童扶養手当が児童扶養手当が
にも父 子 家 庭父 子 家 庭 支給されます

児童扶養手当とは？
　離婚、死亡、遺棄などの理由による母子また
は父子家庭の生活の安定や自立を促進し、児童
の福祉増進を図るための制度です。

この手当は誰がもらえるの？
　次の二つに該当する母親または父親、父母に代
わって児童を養育している方へ支給されます。

●離婚、死亡、遺棄、配偶者の障害・生死
不明、配偶者が未婚等の状態にある方

●１８歳になる日以降の最初の３月３１日まで
の間にある児童を養育している方

※政令に定める程度以上の障害（詳しくはお問
い合わせください）がある児童の場合は20
歳未満。

手当はいくらもらえるの？
　児童1人につき、月額９，８５０円～
４１，７２０円が支給されます。

※所得に応じて変わります。また、次の表の所
得制限を超えた場合は受給できません。

いつまでに申請すればよいの？
　平成２２年１１月３０日までに申請が必要で
す。申請を行うことで経過措置（８月分または
要件に該当した翌月分から支給）を受けること
ができますので、お早めに手続きをお願いし
ます。

詳しくは、福祉課にお問い合わせください。
問合せ　福祉課福祉推進班（７５－３６４４）

（平成22年8月から適用）

アあ

　川村小学校では、７月１６日（金）の集団下
校時、児童が災害や不審者が現れたとき等に、
安心・安全な登下校をはかるため、児童の通学
路上で新たに指定された「こども１１０番の家」
を訪問しました。
　児童は、自分たちが日ごろ通っている通学
路のどこに「子ども１１０番の家」があるの
かを確認し、そこにお住まいになっている方
にいざという時のことをお願いしました。
　また、当日は松田警察署の指導のもと、実
際に「子ども１１０番の家」に駆け込む訓練
を行いました。

川村小学校児童が、
地区別集団下校訓練で
子ども110番の家を訪問

いざという
時のために!!
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平成
22
年度

敬
老
の
つ
ど
い

「

」を
し
ま
す

開
催

　障害のある方がスポーツを通じ、健康の維持および体
力の増進並びに活発な精神活動の促進を図るとともに、
県民の障害に対する関心と理解を一層深め、障害のある
方の社会参加に寄与することを目的に、第４回神奈川県
障害者スポーツ大会が、４月１１日から県内各地で行な
われました。町内の方の主な成績は次のとおりです。

結果の神奈川県障害者スポーツ大会

結　果
○ボウリング・アーチェリー競技会（４月１１日 湘南とうきゅうボール）
山　崎　敬　治　（ボウリング　２位）

○陸上競技大会（５月１６日 神奈川県立体育センター陸上競技場）
清　水　德　雄　（ソフトボール投げ　１位）
　田　代　きよゑ　（ソフトボール投げ　３位）

○卓球・サウンドテーブルテニス競技会
　　　　　　　　  （６月６日 神奈川県立体育センター スポーツアリーナ）
　田　代　きよゑ　（卓球　１位）

○フライングディスク競技会
　　　　　　　　　　　  （７月４日 神奈川県立体育センター陸上競技場）
　田　代　きよゑ　（アキュラシー ２位・ディスタンス １位）

○水泳大会（７月１１日 さがみはらグリーンプール）
　田　代　きよゑ　（５０メートル自由形 ２位・２５メートル背泳ぎ ２位）
　清　水　德　雄　（５０メートル自由形 １位・２５メートル平泳ぎ １位）

平成２２年度

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

○
日　

時
９
月
20
日
（
月
）
敬
老
の
日

午
前
の
部

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
頃
ま
で

（
対
象
地
域　

山
北
、平
山
、共
和
）

午
後
の
部

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

頃
ま
で（
対
象
地
域　

向
原
、岸
、

清
水
、
三
保
）

○
場　

所
山
北
町
中
央
公
民
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

○
対
象
の
方

町
内
在
住
で
、
９
月
15
日
現
在
に

お
い
て
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
10

年
９
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
対
象
の
方
に
は
、
８
月
下
旬
以
降
各

地
区
の
自
治
会
長
な
ど
か
ら
案
内
状

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

日
は
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
転
入

者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
内　

容

第
１
部　

　

式
典
（
表
彰
、
祝
辞
等
）

第
２
部

　

余
興

　

①
歌
謡
連
盟
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

　

②
歌
謡
シ
ョ
ー

　

③
ダ
ン
ス
＆
歌
の
シ
ョ
ー

※
昨
年
の
敬
老
の
つ
ど
い
で
行
わ
れ
た
歌

謡
シ
ョ
ー
と
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
様
子
。

な
お
、
山
北
町
の
最
高
齢
者
は
１
０
４

歳
で
女
性
の
片
瀬
タ
カ
さ
ん
、
男
性
の
最

高
齢
者
は
１
０
１
歳
の
鳥
海
隆
治
さ
ん
で

す
。
次
に
95
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・
順
不
同

１
０
４
歳
：
片
瀬
タ
カ
（
下
本
村
）

１
０
３
歳
：
瀬
戸
は
つ
（
堂
山
）

１
０
２
歳
：
古
瀨
ナ
ヲ
（
畑
）

１
０
１
歳
：
鳥
海
隆
治
（
宮
地
）

１
０
０
歳
：
松
本
あ
い
子
（
畑
）、
髙
橋

　
　
　
　
　

ヌ
イ
（
尺
里
東
）

99
歳
：
山
口
ト
シ
子
（
玄
倉
）、
武
井
キ
ヨ
ジ

（
谷
ケ
）、
小
澤
フ
ジ
ヱ
（
都
夫
良
野
）

98
歳
：
渡
辺
た
け
子（
高
松
）、宮
本
カ
子（
上

本
村
）、
釼
持
テ
ウ
子
（
都
夫
良
野
）

97
歳
：
村
越
ふ
み
（
上
清
水
）、
木
村
キ

ク
（
馬
場
）、
清
水
し
な
（
畑
）、

堀
内
福
造
（
前
耕
地
）、
鈴
木
セ

キ
（
山
市
場
）、
瀬
戸
慰
子
（
上

清
水
）、
内
藤
ウ
メ
（
万
随
）

96
歳
：
高
石
三
子
（
山
下
）、
瀬
戸
フ
ミ

（
畑
）、
岩
田
の
ぶ
（
下
本
村
）、

瀬
戸
ト
ヨ
（
万
随
）、
瀬
戸
フ
サ

（
畑
）、
髙
橋
ヤ
ヱ
子
（
畑
）、
美

濃
島
キ
ミ
（
田
屋
敷
）、川
口
ス
ゞ

（
宿
）、
渡
辺
朋
平
（
上
本
村
）、

井
澤
ヤ
ス
子
（
尺
里
東
）、
新
納

妙
子
（
畑
）、中
野
茂
樹
（
宮
地
）、

杉
本
い
せ
子
（
玄
倉
）、
岩
本
タ

マ（
平
山
）、横
手
朝
子（
上
本
村
）、

佐
藤
辻（
山
市
場
）、石
川
ヨ
シ（
萩

原
下
）、
櫻
井
敏
代
（
畑
）

95
歳
：
芳
澤
コ
ウ
メ（
畑
）、関
甲
一（
台
）、

内
田
榮
三
（
尺
里
西
）、
飯
山
イ

ト
（
越
地
）、髙
橋
春
江
（
宮
地
）、

石
田
敬
子
（
原
耕
地
）、
武
井
春

子
（
湯
坂
）、
宮
坂
み
ち
子
（
尺

里
東
）、
石
原
ト
ヨ
（
馬
場
）

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
95
歳
以
上
の
方

の
み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 1 0

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

ブックトーク 〔7月31日（土）〕 親子工作教室 〔８月８日（日）〕

こども陶芸教室 〔8月6日（金）〕 三味線体験教室 〔８月１９日（木）〕

サマースクールを開催
夏休み期間中、小・中学生を対象にサマースクールを開校しました。

今年度は全１４種類の教室に、延べ約４６０名の子ども達が参加してくれました。
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＊＊９月３日（金）9：00から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
　　　教室についての申し込み、問い合わせは
　　　中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

＊９月３日（金）9：00から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
　　　教室についての申し込み、問い合わせは
　　　中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

地学教室「温泉のはなし」
日　時　９月２５日（土）１３：３０～１５：００
内　容　「温泉ってなんだ？」中川温泉をはじめ、
　　　　県内の温泉の現状や温泉の定義などを学び
　　　　ます。

対　象　一般（定員３０ 名）
講　師　神奈川県温泉地学研究所  職員
参加費　無料
持ち物　筆記用具

親子石器作り教室
日　時　１０月 ２日（土）９：３０～１２：００
内　容　黒曜石で石器（矢じり）を作ります。
対　象　小学４年生以上の親子（定員２０名）
　　　　※子どものみ・大人のみの参加も可。
講　師　諏訪間  伸  さん

参加費　１人　２００円
持ち物　皮手袋（又は軍手）・ゴーグル・
　　　　タオル・飲み物・エプロン・
　　　　汚れてもよい服装

こくようせき

＊ 都合により内容を変更する場合も
　 ありますのでご了承ください。

行行
事事
予予 定定

9 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
3 金 やまぶき学級 多目的ホール １３：５０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

4 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００

申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

5 日 山北町吟詠連盟発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 日吉　泰之　　☎（75）0043
8 水 タイ料理教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

11 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

14 火
敬老のつどい 記念写真展示（～ 20 日まで） 1 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 町福祉課　　　☎（75）3644
やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

15 水 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
20 月 敬老のつどい 多目的ホール ９：００ 自　由 町福祉課　　　☎（75）3644

25 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
地学教室「温泉のはなし」 第２・３会議室 １３：３０ 申込者 中央公民館

29 水 山北美術協会小品展（10 月 7 日まで） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 諸星　カツ　　☎（75）0025
10月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
1 金 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

2 土
親子石器作り教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

5 火 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

9 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
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日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

10 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

9 月

北村 園子さんを講師にお招きして、夏野菜
を使った冷たいスープ「ガスパチョ」やイ
タリアのパン「グリッシーニ」などを作り
ました。

アニメ『カールじいさんの空飛ぶ家』を上映しました。
暑い日差しの中、会場はたくさんの親子や子ども達でいっぱいになりました。

山北美術協会小品展
主　催：山北美術協会
日　時：９月２９日（水）～１０月 ７日（木）
　　　　９：００～１７：００（ただし、１０月 ７日は１６：００まで）
場　所：１階ロビー
問合せ：諸星カツ　TEL（７５）００２５

生涯学習発表会

イベント紹介

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

新聞広告紙で作った作品展［８月１０日～２４日］
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第77号
自
殺
者
の
現
状

年
齢
別
の
自
殺
、
男
女
比

　
　

（
警
察
庁
20
年
度
資
料
）

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
に
急

増
し
て
か
ら
、
３
万
人
を
超
え
、
減
少

の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
神
奈
川
県
で

も
自
殺
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

30
代
か
ら
60
代
の
働
き
盛
り
世
代
の

増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
自
殺
者
の
男
女

別
割
合
は
男
性
が
女
性
の
約
２
・
４
倍

に
な
り
ま
す
。

自
殺
の
原
因
・
動
機

　

自
殺
の
理
由
は
、「
健
康
問
題
」
が

も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
次
は
「
経
済
・

生
活
問
題
」、「
家
庭
問
題
」
が
続
き
ま

す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、「
こ
こ
ろ
の

病
気
」
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
は

　
　

誰
に
で
も
起
こ
り
ま
す

山
北
町
で
の
自
殺
対
策
は
？

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス

や
心
理
的
、
環
境
的
要
因
な
ど
に
よ
り
、

う
つ
病
を
発
症
し
、
脱
力
感
、
不
眠
、
食

欲
不
振
な
ど
が
身
体
症
状
と
し
て
あ
ら
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
心
身
は
一
体
で
あ

り
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
な
ど
が
身
体
症
状
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
に
も
、
日
々
の
生

活
の
中
で
戸
惑
い
、
迷
い
な
が
ら
も
助

け
を
求
め
る
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
様
々
な
こ
と
を
相
談
で
き

る
機
関
の
窓
口
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
自
殺
予
防
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、み
な
さ
ん

の
周
り
に「
こ
こ
ろ
の
病
気
」に
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
た
ら
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
参
考
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（警察庁２０年度資料）

自殺者数年次推移（人口動態調査）

年齢別の自殺者数

自殺者数の男女比

自殺の原因・動機は？

47.5％

23.2％

12.3％

7.6％

健康問題

経済・生活問題

家庭問題

勤務問題

1位
2位
3位
4位

（平成２０年度）

み
ん
な
の
支
え
で
自
殺
を
防
ぎ

  

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う

み
ん
な
の
支
え
で
自
殺
を
防
ぎ

  

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

☆ 今月の新着本案内 ☆
●日　程・内　容
①  9月  4日（土）絵本  「とべバッタ」ほか
　　　　　　　　　　　　（おはなしボランティア 「クローバー」さん）
②  9月15日（水）パネルシアター  「カレーライス」
　　　　　　　　　　　　　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」さん）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おはなし室（図書室内）

書　　　名   著  者  名  等
ゆんでめて

あんじゅう

西巷説百物語

吸涙鬼

はじめてのおうちカット

乙女の密告（第143回 芥川賞受賞作品）

畠　中　　　恵

宮　部　みゆき

京　極　夏　彦

市　川　拓　司

砂　原　由　弥

赤　染　晶　子

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
教えて！ニュースのことば

うがいライオン

よくわかる宇宙と地球のすがた

４ひきの子グマ物語

エコカーのしくみ見学 全１

消防車とハイパーレスキュー

  

長谷川　義　史

国 立 天 文 台

前　田　菜穂子

市　川　克　彦

モリナガ　ヨウ

◆ 児 童 書

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

ＮＨＫ「週刊こどもニュース」
プロジェクト

～敬老の日・読書のすすめ～

敬老の日にちなんだおすすめの本を展示します。
本を読んで「頭の体操」。心の健康づくりをしませんか？

受け入れインターンシップ
（学生の職業体験） を

　７月３０日・８月３日・４日
の３日間、山北高校２年生１
名を受け入れました。県立高
校が実施するインターンシッ
プは、社会の産業現場での
実際的・体験的な活動を通
して生徒の職業観を育成す
ることなどを目的にしている
もので、図書室の仕事のほか、
サマースクールの講師補助
も体験してもらいました。
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第77号
自
殺
者
の
現
状

年
齢
別
の
自
殺
、
男
女
比

　
　

（
警
察
庁
20
年
度
資
料
）

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
に
急

増
し
て
か
ら
、
３
万
人
を
超
え
、
減
少

の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
神
奈
川
県
で

も
自
殺
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

30
代
か
ら
60
代
の
働
き
盛
り
世
代
の

増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
自
殺
者
の
男
女

別
割
合
は
男
性
が
女
性
の
約
２
・
４
倍

に
な
り
ま
す
。

自
殺
の
原
因
・
動
機

　

自
殺
の
理
由
は
、「
健
康
問
題
」
が

も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
次
は
「
経
済
・

生
活
問
題
」、「
家
庭
問
題
」
が
続
き
ま

す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、「
こ
こ
ろ
の

病
気
」
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
は

　
　

誰
に
で
も
起
こ
り
ま
す

山
北
町
で
の
自
殺
対
策
は
？

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス

や
心
理
的
、
環
境
的
要
因
な
ど
に
よ
り
、

う
つ
病
を
発
症
し
、
脱
力
感
、
不
眠
、
食

欲
不
振
な
ど
が
身
体
症
状
と
し
て
あ
ら
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
心
身
は
一
体
で
あ

り
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
な
ど
が
身
体
症
状
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
に
も
、
日
々
の
生

活
の
中
で
戸
惑
い
、
迷
い
な
が
ら
も
助

け
を
求
め
る
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
様
々
な
こ
と
を
相
談
で
き

る
機
関
の
窓
口
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
自
殺
予
防
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、み
な
さ
ん

の
周
り
に「
こ
こ
ろ
の
病
気
」に
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
た
ら
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
参
考
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（警察庁２０年度資料）

自殺者数年次推移（人口動態調査）

年齢別の自殺者数

自殺者数の男女比

自殺の原因・動機は？

47.5％

23.2％

12.3％

7.6％

健康問題

経済・生活問題

家庭問題

勤務問題

1位
2位
3位
4位

（平成２０年度）

み
ん
な
の
支
え
で
自
殺
を
防
ぎ

  

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う

み
ん
な
の
支
え
で
自
殺
を
防
ぎ

  

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う
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いいね！いいね！
子育て子育て子育て子育て子育て子育てってって
 内田さん
ご家族
＜越地＞

お父さん　内田　英治さん

お母さん　　　　真由美さん

　　　　　　　　優来ちゃん   ２歳

　　　　　　　　彪来くん      ０歳

　

ゆ  ら

とおら

私
達
の
家
族
は
、
ば
あ
ば
・
パ
パ
・
マ

マ
・
優
来
・
彪
来
の
５
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
共
働
き
の
為
、
昼
間
は
、
ば
あ

ば
が
主
に
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。

や
ん
ち
ゃ
な
優
来
と
、
ま
だ
ま
だ
手
の
掛

か
る
彪
来
、
２
人
の
面
倒
を
１
日
見
る
の

は
仕
事
よ
り
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

２
人
の
事
を
可
愛
が
り
な
が
ら
、
大
事
に

育
て
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
達
も
安

心
し
て
仕
事
に
行
く
事
が
で
き
、
す
ご
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
ま
だ
２
歳
の
優
来
は
、
私
達

が
仕
事
に
行
く
時
、
制
服
に
着
が
え
る
た

び
「
今
日
も
、
お
仕
事
？
」
と
聞
い
て

き
て
「
お
昼
休
憩
に
戻
っ
て
来
る
か
ら

ね
。
い
い
子
に
遊
ん
で
て
ね
。」
と
、
毎

日
こ
の
よ
う
な
会
話
の
や
り
取
り
が
あ
り

ま
す
。
お
互
い
淋
し
い
気
持
ち
も
あ
る
け

ど
、
そ
の
分
、
仕
事
の
後
や
休
み
の
日
、

家
族
で
一
緒
に
い
ら
れ
る
時
が
、
う
れ
し

く
、
楽
し
く
、
可
愛
さ
倍
増
で
す
。
パ
パ

も
毎
日
、
２
人
を
お
風
呂
に
入
れ
て
く
れ

た
り
、
休
み
の
日
に
は
、
必
ず
遊
び
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

彪
来
が
産
ま
れ
る
前
は
、
す
ご
く
甘

え
ん
坊
だ
っ
た
優
来
も
、
彪
来
が
生
ま

れ
て
か
ら
彪
来
に
対
し
て
、
急
に
お
姉

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
、
優
し
く
い
っ

ぱ
い
話
し
か
け
た
り
、
オ
ム
ツ
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
返
り
を
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
、

こ
ん
な
に
し
っ
か
り
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
く
れ
た
な
ん
て
、
私
達
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
と
っ
て
も
成
長
し
て
い
る
ん
だ

な
ぁ
と
感
心
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
私

達
に
は
甘
え
ん
坊
で
す
が
・
・
・
。

４
ヶ
月
に
な
っ
た
彪
来
も
、
ニ
コ
ニ
コ

よ
く
笑
い
、
た
く
さ
ん
声
を
出
し
て
お
話

し
て
く
れ
ま
す
。
最
近
、
寝
返
り
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
日
に
日
に
成
長
し
て
い

き
、も
う
少
し
で
離
乳
食
も
始
ま
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
毎
日
が
楽
し
み
で
す
。

パ
パ
の
実
家
が
谷
ケ
な
の
で
、
週
に
1

度
遊
び
に
行
き
ま
す
。
じ
い
じ
・
ば
あ

ば
・
パ
パ
の
弟
は
、
毎
週
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
て
、
す
ご
く
２
人
を
可
愛
が
っ

て
く
れ
ま
す
。プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、色
ん

な
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
２
人
と
も
谷
ケ
へ
行
く
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

優
来
と
彪
来
は
、
み
ん
な
に
可
愛
が
っ

て
も
ら
い
、た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
て
、

元
気
に
明
る
く
育
っ
て
い
ま
す
。優
来
は
、

み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
、
彪
来
の
笑
顔

は
、
み
ん
な
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
み
ん
な
で
明
る
く
笑
い
の
絶
え

な
い
家
庭
を
お
く
っ
て
い
け
た
ら
な
あ
と

思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
真
由
美
さ
ん
）

　７月１１日、７月２５日、８月１日（メーン日）に、
開成町をメーン会場に、第５９回足柄上郡総合体育大会
が催されました。
　山北町は１１種目に参加し、柔道で優勝し、卓球と剣
道で準優勝を獲得しました。
なお、総合成績では第４位でした。

第
59
回 足柄上郡 総合体育大会足柄上郡 総合体育大会

第４位！総合
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

山北　242mm（194mm）
三保　365mm（214mm）

山北　28.0℃（27.3℃）
三保　26.1℃（23.6℃）

※（　）内は平成21年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，９35人
６，２07人
１２，１42人

（－ 5人）
（－ 7人）
（－12人）

世帯数　４，２18世帯（－3世帯）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

萩　原　　　關　　信　夫（男）９５歳　本　人
田　中　　加　藤　公　治（男）７５歳　　〃　
湯　坂　　田　渕　　隆　（男）８８歳　　〃　
原耕地　　石　田　マスエ（女）７６歳　　〃　
村　雨　　岩　田　好　雄（男）９８歳　　〃　
山　下　　田　中　健　一（男）６０歳　　〃　
馬　場　　安　部　文　雄（男）５３歳　光　治
鶴　野　　田　渕　美　枝（女）８８歳　秀　次
上清水　　佐　藤　キ　ワ（女）９９歳　俊　治
原耕地　　諸　星　キクヱ（女）８７歳　要　一
玄　倉　　山　口　伸　夫（男）５９歳　弘　道

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

越　地　　野　地　晴　樹（男）俊　晴・なぎさ

　宿　　　漆　畑　碧桜菜（女）昇　志・こずえ

水　上　　大　前　志　穏（男）良　太・幸　子

前耕地　　ラウィワーン　タイイチ（男）

は る き

み お な

し お ん

※今回の掲載分は、平成２２年７月１６日から平成２２年８月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

「お誕生おめでとう」 
　　　　尾　崎　　佐　藤　多暉斗　（男）　辰　也・麻　由

お詫びと訂正 広報やまきた８月号の「お誕生おめでとう」に誤りがありましたので、お詫びして訂
正させていただきます。

た き と

ラウィワーン　タワッチャイ・
ラッタナチャイピパット　パビィーナ

※今回の掲載分は、平成２２年７月１６日から平成２２年８月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

我
追
い
て
転
び
て
泣
き
し
息
子
い
ま
大
黒
柱
と
な
り
し
そ
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

文
子

（
評
）
他
所
ご
と
な
が
ら
嬉
し
い
歌
材
と
思
う
。
大
黒
柱
と
は

家
族
の
中
心
に
居
て
頼
れ
る
人
を
、
家
を
支
え
る
重
厚
な
大
黒

柱
に
喩
え
て
云
う
、
と
辞
典
に
も
載
っ
て
い
る
風
格
あ
る
言
葉

で
あ
る
。
あ
る
日
、
し
み
じ
み
と
息
子
さ
ん
の
顔
を
見
て
何い

つ時

の
間
に
か
立
派
な
大
黒
柱
に
な
っ
て
く
れ
た
と
実
感
し
、
即
さ

ら
り
と
一
首
に
仕
上
げ
る
お
母
さ
ん
も
頼
も
し
い
。
上
句
の
具

体
的
な
の
も
効
い
て
、
対
象
も
手
法
も
し
っ
か
り
し
た
短う

た歌
と

云
う
気
が
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原　

と
き
江
）

友
も
ま
た
孤
独
な
ら
ん
と
思
う
と
き
財
産
の
こ
と
不
意
に
言
い

出い

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　

原　

と
き
江

公
民
館
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
咲
く
捩ね
じ
ば
な花

に
病
め
る
世
を
み
る
明
日

参
院
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

和　

子

暮
れ
早
き
山
奥
八
丁
の
音
楽
会
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
声
闇
を
ふ
る

わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

洋　

子

国
宝
の
薬
師
如
来
は
行ぎ
ょ
う
き基
作
遠と
う
よ世
の
微
笑
み
慈
悲
に
溢
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

口　

恵　

美

珠
な
せ
る
花
の
芯
ま
で
雨
打
た
ば
溶
け
て
こ
ぼ
る
る
あ
じ
さ
い

の
藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

藤　

一　

乃

介
護
施
設
バ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
の
春
旅
行
家
族
と
す
ご
す
ひ
と
日

な
ご
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

雅　

子

呼
子
と
う
漁
港
尋
ね
き
て
鳥
賊
食
す
旅
の
終
り
の
夕
か
た
ま
け

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　

尾　

ふ
じ
子

六む

さ

し
三
四
米
目
指
し
墨
田
の
空
に
伸
び
ゆ
け
る
タ
ワ
ー
に
重
ね
ん

子
ら
の
未
来
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

喜
美
代

待
ち
侘
び
し
春
は
来
た
り
て
わ
が
狭さ
に
わ庭
ア
イ
リ
ス
手
毬
ぼ
た
ん

の
競
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

岡　

幸　

子
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kaikei@town.yamakita.kanagawa.jp

tyomin@town.yamakita.kanagawa.jp

zeimu@town.yamakita.kanagawa.jp

会 　 計 　 課　75－3640

町 　 民 　 課　75－3641

税 　 務 　 課　75－3642

fukusi@town.yamakita.kanagawa.jp

teijyuu@town.yamakita.kanagawa.jp

seikatu-kankyo@town.yamakita.kanagawa.jp

sankan@town.yamakita.kanagawa.jp

toshi@town.yamakita.kanagawa.jp

kikaku-zaisei@town.yamakita.kanagawa.jp

gakusyu@town.yamakita.kanagawa.jp

福 　 祉 　 課　75－3644

定 住 対 策 室　75－3650

生 活 環 境 課　75－3645

産 業 観 光 課　75－3646

都 市 整 備 課　75－3647

企 画 財 政 課　75－3652

生 涯 学 習 課　75－3649

kyoiku@town.yamakita.kanagawa.jp

seisaku@town.yamakita.kanagawa.jp

soumu-bousai@town.yamakita.kanagawa.jp

gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

kenkou-c@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-simizu@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-miho@town.yamakita.kanagawa.jp

学 校 教 育 課　75－3648

政 策 秘 書 課　75－3651

総 務 防 災 課　75－3643

議 会 事 務 局　75－3653

健 康 づ く り 課　75－0822

清　水　支　所　77－2404

三　保　支　所　78－3006

役場各課の
直通電話番号と
メールアドレス

〒258-0195神奈川県足柄上郡山北町山北1301-4  TEL.0465-75-1122（代表）山北町役場 企画財政課編集発行
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やまきた歳時記やまきた歳時記

洒水の滝祭り

　８月１0日(火)、丹沢湖花火大
会が開催されました。
　ソーラン山北やフラダンス、み
こし等で会場が大いに盛り上が
り、楽しい時間を過ごした後、丹
沢湖の湖面と上空を２５００発の
花火が色鮮やかに照らしました。

　８月１0日(火)、丹沢湖花火大
会が開催されました。
　ソーラン山北やフラダンス、み
こし等で会場が大いに盛り上が
り、楽しい時間を過ごした後、丹
沢湖の湖面と上空を２５００発の
花火が色鮮やかに照らしました。

第２8回

最高齢の片瀬タカさん（１０４歳）

町内のご長寿の方へ
　　　　記念品を贈呈しました
　９月２０日（月）の「敬老の日」に先立ち、
８月１０日（火）に町長が町内の最高齢の方と
白寿の方２名のご自宅を訪問し、記念品の贈呈
とご長寿のお祝いを行いました。

　９月２０日（月）の「敬老の日」に先立ち、
８月１０日（火）に町長が町内の最高齢の方と
白寿の方２名のご自宅を訪問し、記念品の贈呈
とご長寿のお祝いを行いました。

　７月２５日（日）、第３４回洒水の滝祭りが開
催されました。
　洒水の滝の前で洒水太鼓が披露され、式典や
火祭りがとり行われました。音と火と水で会場
内の多くの方を楽しませました。

　７月２５日（日）、第３４回洒水の滝祭りが開
催されました。
　洒水の滝の前で洒水太鼓が披露され、式典や
火祭りがとり行われました。音と火と水で会場
内の多くの方を楽しませました。


